
入場
無料

ICTを基盤に環境・エネルギー、交通、健康、文化・教育など、スマートシティ分野における国

内外の専門家・研究者が京都・けいはんなに集結。国内外の企業、自治体との交流を通じ、持続

可能な開発目標（SDGs）が目指す「誰一人取り残さない」社会の実現に貢献します。

ICTを基盤に環境・エネルギー、交通、健康、文化・教育など、スマートシティ分野における国

内外の専門家・研究者が京都・けいはんなに集結。国内外の企業、自治体との交流を通じ、持続

可能な開発目標（SDGs）が目指す「誰一人取り残さない」社会の実現に貢献します。

ICTを基盤に環境・エネルギー、交通、健康、文化・教育など、スマートシティ分野における国

内外の専門家・研究者が京都・けいはんなに集結。国内外の企業、自治体との交流を通じ、持続

可能な開発目標（SDGs）が目指す「誰一人取り残さない」社会の実現に貢献します。

ICTを基盤に環境・エネルギー、交通、健康、文化・教育など、スマートシティ分野における国

内外の専門家・研究者が京都・けいはんなに集結。国内外の企業、自治体との交流を通じ、持続

可能な開発目標（SDGs）が目指す「誰一人取り残さない」社会の実現に貢献します。

京都スマートシティエキスポ2019運営事務局(サクラインターナショナル内) TEL 050-5804-1338　FAX 03-6685-4962事 務 局

京都スマートシティエキスポ運営協議会
主　催

後　  援 協　力 日刊工業新聞社
モノづくり日本会議

京都府、京都市、京田辺市、木津川市、精華町、バルセロナ市、スペイン・バルセロナ見本市会社、バルセロナ・グローバル、スペイン大使館経済商務部、デンマーク大使館、日西経済委員会、
京都商工会議所、（公社）京都工業会、（公財）関西文化学術研究都市推進機構、（一社）京都知恵産業創造の森、（公財）京都産業21、（公財）京都高度技術研究所、
（公財）京都文化交流コンベンションビューロー、（一財）インターネット協会、（株）けいはんな

内閣府、総務省、外務省、経済産業省、国土交通省、環境省、日本商工会議所、（公社）関西経済連合会、（一社）京都経済同友会、
（独）日本貿易振興機構大阪本部、（独）都市再生機構、関西国際戦略総合特別区域地域協議会、（国研）科学技術振興機構

・主催： 公益財団法人
関西文化学術研究都市推進機構
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会場： けいはんなロボット技術センター
            （けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK) 1階）

10.3木 4金→会期： 10:00～17:00

・主催：ネクストモビリティExpo実行委員会

会場： けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）
　　　京都スマートシティエキスポ2019会場内

10.3木 4金→会期： 10:00～17:00

14thけいはんな
ビジネスメッセ2019

同時開催 ネクストモビリティExpo
2019

同時開催

～「超快適」スマート社会の創出～

安寧で持続的な未来を創る地域と産業
あん ねい

けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）、
けいはんなプラザ　等

けいはんな学研都市
（京都府木津川市・精華町）

会
場2019.10.3 Thu・4 Fri

10:00～17:00

アクセス  ご来場は公共交通機関をご利用ください。
【最寄駅から】
● 近鉄京都線、「新祝園駅」またはJR学研都市線「祝園駅」から
　奈良交通バス「36」「56」号系統乗車
　降車：KICK「公園東通り」/けいはんなプラザ「ATR」
● 近鉄けいはんな線「学研奈良登美ケ丘駅」から、
　奈良交通バス「56」号系統乗車
　降車：KICK「公園東通り」/けいはんなプラザ「けいはんなプラザ」

精華学研
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同志社大学
（学研都市キャンパス）

精華町役場
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163 同志社
国際学院

オムロン
京阪奈イノベーション
センタ

国際高等研究所
(IIAS)

国立国会図書館関西館

けいはんな
記念公園

けいはんなプラザ

精華大通り

■ 近鉄けいはんな線
「学研奈良登美ケ丘駅」

近鉄京都線「新祝園駅」・
JR学研都市線「祝園駅」

★
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所要時間：約20分
※およそ20分間隔で運行しています。

所要時間：約15分

臨時路線バス乗降場所

臨時路線バスのご案内
会期中は、近鉄京都線「新祝園駅」/JR学研都市線「祝園駅」及び近鉄けいはんな線
「学研奈良登美ヶ丘駅」と会場を結ぶ臨時路線バスを運行しますので、ご利用ください。

※ 運賃は主催者が負担するため、無料

協賛企業
Global Premier Supporter

Platinum supporter

Gold Supporter

Silver supporter

Promotion
supporter



会場MAP

企業・団体展示

大成建設株式会社
TIS株式会社
FIWARE Foundation e.V.
大和証券株式会社（アトモフ株式会社・株式会社バイオーム）
関西電力株式会社
株式会社京都銀行
京都信用金庫・サクラインターネット株式会社
京都中央信用金庫（株式会社Atomis・株式会社T-ROBO）
住友電気工業株式会社
日新電機株式会社
ダッソー・システムズ株式会社
株式会社島津製作所
デロイト トーマツ グループ
シスコシステムズ合同会社
日本テレネット株式会社
西日本電信電話株式会社
PwCコンサルティング合同会社
日本電気株式会社

大阪ガス株式会社
株式会社石田大成社
凸版印刷株式会社
合同会社ネコリコ
兼松コミュニケーションズ株式会社
ネットワンパートナーズ株式会社
マクセルホールディングス
パナソニック株式会社
株式会社ソシオネクスト
けいはんなグリーンイノベーションフォーラム
株式会社ギフティ
ニチコン株式会社
ポリゴンマジック株式会社
一般社団法人Fintech協会
茨城県・いばらき成長産業振興協議会
金融庁 FinTechサポートデスク・FinTech実証実験ハブ 出張相談窓口
香港貿易発展局
大阪府 商工労働部 成長産業振興室

株式会社りゅうにちホールディングス
タッチ株式会社
株式会社アイケイエス
株式会社SCREEN ICT ソフトウェア
株式会社システムディ
京都市IoT推進ラボ
センターピア株式会社
株式会社ATR-Promotions
加古川市
株式会社テルミック
先端光加工プロジェクト
西本建設株式会社
一般社団法人事故ゼロ・フォーラム
次世代養蚕
日本経済新聞社

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 
関西光科学研究所
けいはんなリサーチコンプレックス
国立研究開発法人理化学研究所
環境衛生薬品株式会社

第2回関西アセアン・環インド洋連合イノベー
ション連携拠点サミット
European Green Capital 2021
@Assist 

株式会社メルシー
京都大学COI「しなやかほっこり社会」拠点
株式会社ヤマト
柿渋・カキタンニン研究会

1-101
1-102
1-103
1-111
1-113
1-309
1-310
1-311
2-001
2-002
2-003
2-004
2-005
2-006
2-007
2-008
2-009
2-010

1-104
1-105
1-106
1-107
1-108
1-109
1-110
1-112
1-114
1-115
1-116
1-121
1-122
1-123
1-125
1-126
1-127
1-301

1-305
1-306
1-308
1-315
1-316
1-317
1-318
1-319
1-320
1-330
1-331
1-332
1-337
屋外展示
モニター展示

1-302

1-303
1-304
1-307

1-312

1-313
1-314

1-333
1-334
1-335
1-336

協賛企業ゾーン

インターナショナルゾーン

1-117
1-118
1-119
1-120
1-124
屋外展示
屋外展示

ネクストモビリティExpo2019スマートイノベーションゾーン

医療・ヘルスケアゾーン

けいはんなR&Dゾーン パネル展示
■関西国際戦略総合特別区域地域協議会
■京田辺市・精華町・木津川市
■公益財団法人京都高度技術研究所
■公益財団法人京都産業21
■一般社団法人京都知恵産業創造の森
■京都府中小企業技術センターけいはんな分室
■京都府ドローン普及・技術研究プラットフォーム
■けいはんな知財組合
■一般社団法人KEC関西電子工業振興センター
■公益財団法人国際高等研究所
■国立国会図書館関西館
■スマートシティたかまつ推進協議会
■D-egg（同志社大学連携型起業家育成施設）
■奈良県企業立地推進課
■公益財団法人奈良県地域産業振興センター
■FUKUOKA Smart EAST

株式会社アルミス★
株式会社NTTドコモ
株式会社エネゲート
ダイハツ工業株式会社
公立諏訪東京理科大学★
三菱自動車工業株式会社
メルセデス・ベンツ日本株式会社

体験型展示コーナー（2日間）

リアルデータ
バッティング

打てないバッティングセンター

松井裕樹選手 岸孝之選手 則本昴大選手

ポリゴンマジック株式会社

（★試乗コーナー/ブースにて受付）

2階より2階より

2階カフェスペースへ2階カフェスペースへ

セミナー
会場③
セミナー
会場③

スマートイノベーションゾーンスマートイノベーションゾーン

ネクストモビリティExpo2019ネクストモビリティExpo2019
1-1241-124

1-1041-1041-1061-1061-1271-127 1-1261-126 1-1071-1071-1091-1091-1101-1101-1231-1231-1251-125 1-1081-108 1-1051-105

1-3171-3171-3191-3191-3201-3201-3301-3301-3311-3311-3321-332

1-1031-103 1-1021-102

1-1011-101

1-1211-121

1-1181-1181-1191-119 1-1171-117 1-1131-113 1-1121-1121-1151-115 1-1141-114

1-3181-318 1-3161-316

1-1111-111

1-1221-122

1-3331-333 1-3341-334

1-3011-301 1-3021-302

1-3051-305 1-3061-306 1-3071-307

1-3031-303

1-3081-308

1-3041-304

1-3091-309 1-3101-310 1-3111-311

パネル展示パネル展示

医療・ヘルスケアゾーン医療・ヘルスケアゾーン

1-1201-120 セミナー
会場①
セミナー
会場①

商談スペース商談スペース

セミナー
会場②
（同時通訳）

セミナー
会場②
（同時通訳）

喫煙所スペース喫煙所スペース

Round Table会場Round Table会場
ネクストモビリティ Expo2019ネクストモビリティ Expo2019

1F

1-3131-313

1-3141-314

1-3151-315

1-3121-312

1-3351-335 1-3361-336 1-3371-337

インターナショナルゾーンインターナショナルゾーン

ネクストモビリティ
試乗コーナー

ネクストモビリティ
試乗コーナー

けいはんなビジネスメッセ
会場

けいはんなビジネスメッセ
会場

けいはんな
ロボット技術センター
デモスペース

けいはんな
ロボット技術センター
デモスペース

セミナー
会場
セミナー
会場

1-1161-116

受付受付

シアター会場
（同時通訳）
シアター会場
（同時通訳）

全国自治体交流
シンポジウム会場
全国自治体交流
シンポジウム会場

メインホール会場
（同時通訳）

メインホール会場
（同時通訳）

ビジネス
セミナー
ルーム

ビジネス
セミナー
ルーム

入口入口

ラボトリップ
自治体ツアー
集合場所

ラボトリップ
自治体ツアー
集合場所 受付受付

スピーカー
受付
スピーカー
受付

2-0082-008

2-0062-006

2-0052-005

2-0092-009

2-0032-003 2-0012-001

2-0042-004

2-0022-002

2-0072-007

2-0102-010

カフェスペースカフェスペース

カフェスペ
ースへ

カフェスペ
ースへ

RDMM
ピッチ会
会場

RDMM
ピッチ会
会場

サポーター
ルーム

サポーター
ルーム

1階展示会場へ1階展示会場へ

シスコシステムズ
ネットワーク体験車
デモ展示

シスコシステムズ
ネットワーク体験車
デモ展示

1階展示会場へ1階展示会場へ 〈吹き抜け〉

協賛企業ゾーン協賛企業ゾーン
カフェスペースカフェスペース

デジタルサイネージデジタルサイネージ

SEIKA
クリエイターズ

会場

SEIKA
クリエイターズ

会場

デジタルサイネージデジタルサイネージ 屋外展示（試乗）
三菱自動車
工業（株）

屋外展示（試乗）
三菱自動車
工業（株）

屋外展示（試乗）
三菱自動車
工業（株）

屋外展示（試乗）
三菱自動車
工業（株）

京都市
車両展示
京都市
車両展示

屋外展示（試乗）
メルセデスベンツ
屋外展示（試乗）
メルセデスベンツ

2F

メルセデス・ベンツ日本株式会社
「EQC 400 4MATIC」試乗会
メルセデス・ベンツの新しい電気
自動車EQC 400 4MATICの試乗会を
行います。
力強い走りのみならず、最新の安全
性能や、快適なUXもぜひご体感
ください。

シスコシステムズ
ネットワーク体験車デモ展示

Free Wi-Fi <SSID> KICKwifi

特別講座 京大変人講座

●京都大学 人間・環境学研究科 
　 相関環境学専攻
　 自然環境動態論講座 教授 

「未来は想像力でできている
 ～落語家がスマートシティを語る！？」「スマートシティ、スマートって本当に必要？」

特別講演会　
10月3日（木）  14:00～18：00（開場 13:30～） 
第一部：14：00～16：00 第二部：16：30～18：00

（お楽しみ落語1席付き♪）

 酒井 敏 氏

●落語家 桂 福丸 氏

ナビゲーター：越前屋俵太 氏

Cisco Network Experience Vehicle
（シスコネットワーク体験車）は、シスコの最新
テクノロジーを搭載した特別車両です。平時
はシスコのテクノロジーを実際に体験できる
デモ用車両として、災害時には被災者の方々
や各種支援団体等へ向けたネットワークサー
ビスの提供や、ICTソリューションを活用した
コミュニケーション支援などを行える機能を
備えています

三菱自動車
給電デモ&衝突回避デモ体験
アウトランダーPHEVによる給電デモ&試乗会お
よび新型軽自動車eKクロスによる衝突回避デモ
を実施いたします。
PHEVの力強い走りをご体感いただくとともに
災害等による停電時の活用方法をご覧ください。
衝突回避デモについては、スタッフが運転し、
お客様には助手席に乗っていただきます。

事前申込制 定員：各コース40名程度

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
（ATR）

福寿園CHA遊学パーク

※ツアー開始10分前に、会場内ラボトリップ集合場所までお越しください　※両日とも冒頭の１５分間は、車窓から精華大通りの施設を見学します

けいはんなラボトリップ

10月3日(木)  13：00～16：00 10月4日(金)  13：00～16：00

脳研究とロボティックス

多角的に研究する老舗茶舗の施設見学
※「世界のお茶（３ヶ国のお茶と茶菓子付き）」体験

▼

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 
関西光科学研究所

国立国会図書館 関西館

研究所紹介（DVD上映）、
高強度超短パルスレーザー装置　J-KAREN紹介及び見学

館内見学ツアー（普段は入れない書庫を含む）

▼

次世代養蚕
屋外展示
次世代養蚕
屋外展示
次世代養蚕

パフォーマンス集団beliefによる
サイネージを使ったD（デジタル）
-パフォーマンス！
サイネージと連動させたブレイク
ダンス、マジック、ジャグリングを
披露。

12：00～12：45の部＠カフェスペース
10/3（木）

パフォーマンス集団beliefが再度登場！
様々なパフォーマーが入れ替わり立ち
替わり、パフォーマンスを披露。
お帰りになる皆様をパフォーマンスで
お見送りします。

カフェスペースではお弁当・軽食・菓子・ドリンク等を販売しています 16：40～17：00＠正面入口付近

10：30～16：30

エスカレーターエスカレーターエスカレーター
1階へ/1階から1階へ/1階から

エスカレーターエスカレーターエスカレーター
1階から1階から

（
バ
ス
乗
降
場
所
）

10/3（木）

エスカレーターエスカレーターエスカレーター
2階より/2階へ2階より/2階へ

エスカレーターエスカレーターエスカレーター
2階へ2階へ

会場：けいはんなプラザ

「けいはんなプラザ」まで臨時路線バス有
「ATR・学研奈良登美ケ丘駅 行」に御乗車ください。
20分間隔（15分・35分・55分発）で運行しています。

申込不要 参加無料



セミナープログラム 10月3日（木）

「スマートシティ：人工知能とサイボーグ」　　高橋 透 氏　早稲田大学 教授13：00

「スタートアップこそが新産業を創造する」　　山口 栄一 氏　京都大学 教授13：50

国際高等研究所パネルセッション 「未来を拓く国際高等研究所」

科学技術・国際分野からの提言「21世紀・持続可能社会（SDGs）時代における科学技術と地域のデザイン」
社会・経済分野からの提言「第4次産業革命への挑戦」
教育・人文分野からの提言「教育を基軸とした住民参加型地域振興について」

14：40

松本 紘 氏　国際高等研究所 所長/理化学研究所 理事長 佐和 隆光 氏　国際高等研究所 副所長/京都大学 名誉教授
有本 建男 氏　国際高等研究所 副所長/政策研究大学院大学 客員教授 高見 茂 氏　国際高等研究所 副所長/京都光華女子大学 学長

1F セミナー会場③

京都スマートシティ推進協議会企画 D-stand（デジタルサイネージ）×大学生アイデアソン201910:30
～
16:10

総務省主催 2019年度IoTデザインハブ（地域IoT官民ネット）
13:00
～
16:10

1F SEIKAクリエイターズ インキュベーションセンター

「SDGsと科学技術イノベーション」
白木澤 佳子 氏　国立研究開発法人科学技術振興機構 理事

13：00

「スマートシティーからスマートブレインシティーへ」
山川 義徳 氏　一般社団法人ブレインインパクト 理事長/東京工業大学 科学技術創成研究院 特定教授/京都大学 産業創出学共同研究部門 客員教授

13：50

「ラハティ市 - ヨーロッパ・グリーン・キャピタル2021」
ペッカ・ティモネン 氏　フィンランド・ラハティ市 市長

14：40

「新型軽自動車による安全・安心な移動の実現と産学共同研究についての取組み」
田代 正俊 氏　ダイハツ工業株式会社 製品企画部 チーフエンジニア

15：30

1F セミナー会場② 同時通訳

ビジネスセミナー

14：00

14：30

実証実験で実績を培った「スマートシティを加速させる無線通信端末（屋外型ゲートウェイ）」の活用紹介　　日新電機株式会社13：00

スマートシティにおけるFIWAREの可能性　　TIS株式会社

「Society5.0」の実現に向けたNECのスマートシティへの取組み　　日本電気株式会社(NEC)

スマートシティ最新事例紹介　　シスコシステムズ13：30

FIWAREテクノロジーによる革新的なスマートシティのご紹介　　FIWARE Foundation e.V.15：00

ビジネスセミナールーム

「ZEB普及拡大への課題とスマートなエネルギーのまちづくり」
小林 信郷 氏　大成建設株式会社 エネルギー本部 ZEB・スマートコミュニティ部 部長

13：00

13：50

「金融デジタライゼーション戦略～金融サービスの高度化を通じたスマートシティの実現に向けて～」
松尾 元信 氏　金融庁 政策立案総括審議官
三輪 純平 氏　金融庁 フィンテック室長

「Fintechで広がるスマートシティの可能性」

1F セミナー会場①

丸山 弘毅 氏　一般社団法人Fintech協会 代表理事会長/株式会社インフキュリオン・グループ 代表取締役
神田 潤一 氏　一般社団法人Fintech協会 理事/株式会社マネーフォワード Relat ionship Management and All iance with Banks
鬼頭 武嗣 氏　一般社団法人Fintech協会 理事/株式会社クラウドリアルティ 代表取締役

モデレーター 丸山 弘毅 氏神田 潤一 氏 鬼頭 武嗣 氏

14：40

「スマートシティ・MaaS＝繋がる世界で「人と街」をつなぐ　
Welcome! STAMP・e街ギフトについて具体的な地域事例のご紹介」
森 悟朗 氏　株式会社ギフティ 事業本部 執行役員

13：05

「『IoEが創り出す自律、共生社会とは』～舞鶴市・オムロンの取組み事例～」
横田 美希 氏　オムロンソーシアルソリューションズ株式会社 コミュニティソリューション事業本部 NEXT事業統括部 プロジェクトリーダー

13：25

「京都×ドローン×デジタル化がインフラの未来を変える！（NPO京都府ドローン普及・技術研究PF）」
春田 健作 氏　株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク　エンジニアリング部 技師長

13：45

「地域とくらしを医療・介護・家族連携で支える『IIJ電子＠連絡帳サービス』
～複数行政による共通プラットフォーム利用と、IoTホームセンサーを活用した多職種連携見守り実証～」
小椋 大嗣 氏　合同会社ネコリコ（株式会社インターネットイニシアティブ 上級コンサルタント）

14：50

「スマートシティにおけるサービスロボットの活用」　　油谷 実紀 氏　TIS株式会社 エグゼクティブフェロー14：05

「地域の住民中心の地域包括ケアシステムに向けて」　　伊集院 明宏 氏　日本テレネット株式会社14：30

「“X”-Ops（オプス）による自治体スマート化」　　地子 徳幸 氏　イーソリューションズ株式会社 執行役員 副社長

「観光ビッグデータを活用したインバウンド対策」　　柏木 祐輔 氏　株式会社ナイトレイ 取締役COO

「一般社団法人京都スマートシティ推進協議会の取組事例紹介」
伊澤 慎一 氏　一般社団法人京都スマートシティ推進協議会 構成社員 （シンク・アンド・アクト株式会社 代表取締役）

「SDGsにつなげる『スマートシティさいたまモデル』の取組」
田中 誠 氏　さいたま市 都市戦略本部 未来都市推進部 環境未来都市推進担当 グローバルサミットグループリーダー

2F 全国自治体交流シンポジウム会場

全国自治体交流シンポジウム   司会：木下 剛 氏　一般財団法人インターネット協会 副理事長
13：00 開会挨拶

講評

15：10

15：30

15：50

16：10

16：30

　

10：00 オープニングセレモニー

「都市のデジタル化：ビジネスと社会の活性化」10：30

13：00

13：50

2F メインホール

主催者挨拶 ▪京都スマートシティエキスポ運営協議会会長　▪京都府知事　▪公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構 理事長　
来賓挨拶    ▪バルセロナ市 戦略プロジェクト部長

同時通訳

記念講演 

アルビンド・サティアン 氏　シスコシステムズ　グローバルパブリックセクター マネージングディレクター

「都市の未来と都市生態系の力」11：20 基調講演

ミゲル・エイラス・アントニュ 氏　デロイト グローバルスマートシティリーダー パートナー
香野 剛 氏　デロイト トーマツ グループ　Government & Public Services インダストリーリーダー

「グローバル・スタートアップ・エコシステムの構築」
ジュリア・モッテラン 氏　GSMA 4YFN グローバルエンゲージメントマネージャー

14：40 「オープンイノベーションによる新たな価値の創造と社会貢献～未来への展望～」
上田 輝久 氏　株式会社島津製作所 代表取締役社長

15：30 「ARとVRが知識移転をどのように変えているか」
ポントゥス・アッペルクヴィスト 氏　EON Reality アジア担当副社長

「やわらかいロボットの実用化を目指して」
川村 貞夫 氏　立命館大学 理工学部 ロボティクス学科教授/ロボティクス研究センター長教授

テクノロジーが文化とパートナーになるとき
エリック・チャン  氏　The Bund Finance Center CEO/Yuyuan Culture Business Group 会長/Fosun Fashion Group 副会長 

13：00

けいはんなグローバルスタートアップDemo Day
13：50

2F シアター　 同時通訳

けいはんなグローバルアクセラレーションプログラム（KGAP+）のご紹介
鈴木 博之 氏　ATR代表取締役専務・けいはんなRC戦略ディレクタ・イノベーションハブ推進リーダ

14：00 KGAP+ Batch1参加企業10社によるピッチ Batch1参加者：既に3か月のプログラムを受け、実証実験を進めている10社
16：00 KGAP+ Batch2参加企業9社によるピッチ Batch2参加者： 9/30からプログラムをスタートし、パートナーを求める9社



基調講演
デロイト グローバルスマートシティリーダー/パートナー

ミゲル・エイラス・アントニュ 氏
デロイトのグローバルスマートシティリーダー。ポルトガルの公共部門、輸送、自動
車、インフラストラクチャ等のセクターリーダー。 23年にわたって様々な業界のク
ライアントに対するコンサルティング業務に従事。コンサルティング、ファイナンシ
ャルアドバイザリー、監査等、複数の領域にまたがる専門家で構成された学際的
なチームを率いており、公共および民間企業の複雑なプロジェクトや大規模なビ
ジネス変革を支援した豊富な経験を有する。

GSMA 4YFN  グローバルエンゲージメントマネージャー

ジュリア・モッテラン 氏
4YFNと世界のハイレベルなテクノロジーコミュニティとの橋渡しを担う。彼女は、
コミュニティプログラムを率い、上海からLAに至るまでの多数の地域の文化、経
験、ネットワークを担当している。

2014年～2018年 株式会社ビジネスコンサルタント 入社　
組織開発・人材育成の営業としてリーダーを務める
2018年～現在オムロンソーシアルソリューションズ株式会社 入社
地方創生の一つ”共生”のリーダーを務める

オムロンソーシアルソリューションズ株式会社 
コミュニティソリューション事業本部 NEXT事業統括部 プロジェクトリーダー

横田 美希 氏

立命館大学土木工学課を修了し、約10年間橋梁メーカーで道路橋の設計・施工
に携わる。その間、国土技術政策総合研究所でインフラ施設の維持管理につい
て研究を行う。その後、豊中市役所、京都府庁と地方自治体でインフラアセットマ
ネジメント、災害復旧を経験し、本年8月より（株）ジャパン・インフラ・ウェイマーク
で働き始める。

株式会社ジャパン・インフラ・ウェイマーク　エンジニアリング部 技師長

春田 健作 氏

1994年東京大学大学院人文科学研究科(心理学)修士修了後、株式会社東洋
情報システム(当時)に入社し、製造業を中心にエンタープライズシステム構築プ
ロジェクトに従事、2009年より全社R&D部門を担当、AIおよびサービスロボットイ
ンテグレーション事業を立ち上げ、現在は会津サービスクリエーションセンターを
中心にスマートシティに関わる事業の立ち上げを推進。

TIS株式会社 エグゼクティブフェロー

油谷 実紀 氏

1960年東京生、1983年慶應義塾大学商学部卒、明治製菓(株)薬品海外部、(株)
東芝・ヘルスケア社/ライフサポート部長、東芝ソリューション㈱ヘルスケアＩＴ事業
統括責任者、丸紅情報システムズ㈱医療・ヘルスケアソリューション部長／医療・
ヘルスケア分野スペシャリストなどを歴任
現：日本テレネット(株)　健康マネジメント推進業務支援
モバイルコンピューティング推進コンソシアム（約190社加盟）ＡＩ＆ロボット委員会
／バイオ＆ヘルスケアＷＧリーダ

日本テレネット株式会社 

伊集院 明宏 氏

関西学院大学卒業。シンクタンク系コンサルティングファームにて、中堅・中小企
業の中期経営計画の策定、経理管理体制の構築に従事。戦略系コンサルティン
グファームにて、大手企業の経営戦略や海外戦略、地方自治体の産業政策や
DMO設立支援等に従事。
ナイトレイに入社し、取締役COOとして事業戦略や組織運営等会社全般の業
務に従事。

株式会社ナイトレイ 取締役COO

柏木 祐輔 氏

京都大学経済学部卒業。株式会社UFJ銀行（現：株式会社三菱UFJ銀行）、
株式会社グローバル・マネジメント・ディレクションズ（現：KPMG-FAS）等を経
て、シンク・アンド・アクト株式会社設立。日本国内における組織開発・人材開発
事業を展開しつつ、京都での地域課題解決の新事業開発に従事している。

一般社団法人京都スマートシティ推進協議会 構成社員 
（シンク・アンド・アクト株式会社 代表取締役）

伊澤 慎一 氏

２０００年４月に旧浦和市役所（現さいたま市役所）へ入職し、教育委員会事務局
財務課へ配属される。保健福祉局子育て企画課、浦和区役所保険年金課、環
境局環境未来都市推進課を経て、現在に至る。
電気自動車普及施策「E-KIZUNA Project」、次世代自動車・スマートエネル
ギー特区、さいたま市が理想とする都市の縮図である「スマートシティさいたまモ
デル」を推進するセクションであり、２０２１年に予定している、国際化を目指した
会議「（仮称）E-KIZUNA グローバルサミット」の開催準備を行うグループの
リーダー。

さいたま市 都市戦略本部 未来都市推進部 環境未来都市推進担当 
グローバルサミットグループリーダー

田中 誠 氏

1977年、東京大学理学部物理学科卒業。1979年、同大学院理学系研究科物
理学専攻修士修了、理学博士（東京大学）。1998年までNTT基礎研究所主幹
研究員。その間ノートルダム大学客員研究員として米国サウスベンドに在住。
さらに仏国IMRA Europe招聘研究員として5年間ソフィアアンティポリスに在

住。2003年まで経団連21世紀政策研究所研究主幹。2014年まで同志社大学大学院教授、その間
ケンブリッジ大学クレアホール客員フェロー。2014年より現職。5社のベンチャー企業を創業。
著書に『Innovation Crisis: Successes, Pitfalls, and Solutions in Japan』（Pan Stanford 
Publishing　2019年）、『イノベーションはなぜ途絶えたか―科学立国日本の危機』（ちくま新書 
2016年）、『物理学者の墓を訪ねる―ひらめきの秘密を求めて』（日経BP 2017年）、『イノベーション
政策の科学―SBIRの評価と未来産業の創造』（共著、東大出版会 2015年）、『死ぬまでに学びたい
5つの物理学』（筑摩選書、2014年）、『イノベーション 破壊と共鳴』 (NTT出版、2006年)など。

京都大学 教授

山口 栄一 氏

2000年京都大学理学研究科修了。2000年̃2005年日本電気株式会社。2008年
京都大学大学院人間・環境学研究科修了、博士（人間・環境学）。2008年～2010年
京都大学情報学研究科GCOE助教。2010年～2014年NTTデータ経営研究所
ニューロマネジメント室長。2014年～2019年内閣府革新的研究開発推進プログラ
ム（ImPACT）プログラムマネージャー。2019年̃NTTデータ経営研究所情報未来
イノベーション本部シニアマネージャー。その他、一般社団法人ブレインインパクト
理事長、東京工業大学特定教授、京都大学客員教授を兼務。

一般社団法人ブレインインパクト 理事長/東京工業大学 科学技術創成研究院 特定教授
京都大学 産業創出学共同研究部門 客員教授

山川 義徳 氏

ペッカ・ティモネン氏はラハティ市の市長。2018年選出。ラハティ市は人口12万
人であり、20万人の都市地域の中心地となっている。また、気候変動に対し行動
を起こす環境都市として国際的に知られている。
•過去に総理大臣官邸の事務総長を務める。キャリアの初期に、World Design  
Capital Helsinki 2012の事務局長、ヘルシンキ文化局長を務めた。
•歴史学の修士を保有

フィンランド・ラハティ市 市長

ペッカ・ティモネン 氏

1990年同志社大学、機械学科卒業。同年、ダイハツ工業入社。以降、エンジン
やドライブトレーン関係の開発に従事。最近は、製品企画部のチーフエンジニア
として新型タントを開発。

ダイハツ工業株式会社 製品企画部 チーフエンジニア

田代 正俊 氏

２００７年　早稲田大学文学学術院教授就任  現在にいたる
現代テクノロジー論・技術の哲学専攻
著書『サイボーグ・エシックス』（水声社）、『サイボーグ・フィロソフィー』（NTT出
版）、『文系人間のためのAI論』（小学館）

早稲田大学 教授

高橋 透 氏
東京大学工学部建築学科卒業、東京大学大学院工学系研究科建築学専攻修
士課程修了。ボストン・コンサルティング・グループを経て、メリルリンチ日本証券
の投資銀行部門にて不動産業を中心とした事業会社及びJ-REITのIPO・公
募増資の主幹事業務、不動産証券化に関するアドバイザリー業務など多数の
案件を執行。2014年に株式会社クラウドリアルティを設立し、代表取締役に就
任。内閣府革新的事業活動評価委員会委員。

一般社団法人Fintech協会 理事/株式会社クラウドリアルティ 代表取締役

鬼頭 武嗣 氏

1987年に科学技術振興機構（JST）の前身である日本科学技術情報センターに
入所。科学技術分野のデータベースの提供や、基礎研究から産学共同研究まで
幅広い研究開発へのファンディングプログラムなどを担当。2015年10月からJST
の理事として、産学共同研究、国際共同研究のファンディングやSDGsを担当。

国立研究開発法人科学技術振興機構 理事

白木澤 佳子 氏

慶応義塾大学商学部卒業。2006年インフキュリオンを創業し、グループの経営戦
略、新規事業を担当。2015年一般社団法人Fintech協会を設立し代表理事会長
に就任。業界発展・法改正などに貢献。2018年一般社団法人キャッシュレス推進
協議会理事に就任。日本のキャッシュレス推進に向け実務・政策の両面から貢献。

一般社団法人Fintech協会 代表理事会長/株式会社インフキュリオン・グループ 代表取締役

丸山 弘毅 氏

株式会社島津製作所 代表取締役社長。1957年山口県生まれ。1982年京都大学
大学院工学研究科修士課程修了、島津製作所入社。2007年執行役員分析計測事
業部副事業部長、2011年取締役分析計測事業部長を経て、2015年6月から現職。

株式会社島津製作所 代表取締役社長

上田 輝久 氏

エリック・チャン氏は、ブンド・ファイナンス・センターのCEOであり、ユーウアン・カルチャ
ー・ビジネス・グループ会長、FOSUNファッション・グループ副会長でもある。エリックは
、CRM、セールス＆マーケティングや、小売、観光、文化、芸術などその他のリソースの

相乗効果により顧客に他に類を見ない購買・ライフスタイル体験を提供し、FOSUNグループのビジネスパート
ナーの最高の存在を示すことに注力している。
FOSUNグループに加わる以前は、SECOO、K11、Wharf、香港MTR、フォーシーズンズホテル＆リゾートな
どの国際企業でのマネジメント実績を有する。
オムニチャンネルショッピングプラットフォームやショッピングモールプロジェクト、オフィス・ハイエンドホテル＆リ
ゾートなど、商業産業分野での20年以上の経験を有する経営者として、文化、芸術、商業と急速に変化する世
界と統合することで、小売産業を変える新しいビジネスモデルを送り出すパイオニアとして活躍し続けている。

The Bund Finance Center CEO/Yuyuan Culture Business Group 会長 
Fosun Fashion Group 副会長 

 氏

ポントゥス・アッペルクヴィスト氏は、過去20年間、Opticore AB、Autodesk Inc.、
EON Reality Inc.などの企業との間で、新技術を市場に投入した実績をもつ。
2010年からEON Realityでアジア担当副社長を務め、環太平洋地域での市場拡
大を目指し、教育・企業クライアント向けにARやVRのソリューションを提供している。
スウェーデン・ヨーテボリのチャルマース工科大学でコンピュータサイエンス・工学分
野で理学修士号を取得。4つの言語の話者。

EON Reality  アジア担当副社長

ポントゥス・アッペルクヴィスト 氏

記念講演

アルビンド・サティアン氏は、世界的なテクノロジーのリーダーであり、投資家、取
締役アドバイザー、講演者、熱心な旅行者でもある。彼は、人工知能(AI)、モノの
インターネット(IoT)、ビッグデータと、それらが公衆衛生・よりスマートな都市・
環境の持続可能性・金融包摂、技能訓練、雇用などの市民の生活の質に及ぼ
す影響など、技術の規模拡大の機会と影響に力を入れている。

シスコシステムズ グローバルパブリックセクター マネージングディレクター

アルビンド・サティアン 氏

一般社団法人Fintech協会 理事
株式会社マネーフォワード Relationship Management and Alliance with Banks

神田 潤一 氏
1994年日本銀行入行。2004年より金融機構局で、主要行や外国金融機関等の
モニタリング・考査を担当。2011年に日本生命に出向し、運用リスク管理を担当。
2014年より日本銀行金融機構局考査運営課市場・流動性リスク考査グループ長。 
2015年から２年間、金融庁に出向し、総務企画局企画課信用制度参事官室
企画官として、決済制度・インフラの高度化やFintechに関する調査・政策企画
に従事。2017年9月、株式会社マネーフォワードに参画。

1987年大蔵省（現財務省）入省。広島国税局徳山税務署長、国際金融局為替
資金課課長補佐、主計局総務課課長補佐などを経て、主計局主計官補佐。その
後、内閣法制局参事官、主計局主計企画官、同地方財政担当主計官、国際局為
替市場課長を歴任。金融庁総務企画局企画課長、総務企画局（現企画市場局）
参事官（信用・保険制度担当）、公認会計士・監査会事務局長（兼任）を経て、
2019年7月より金融庁総合政策局政策立案総括審議官（現職）。

金融庁 政策立案総括審議官

松尾 元信 氏

一橋大学経済学部卒。平成11年日本輸出入銀行入行。金融庁に入庁後、監督
局バーゼル-推進室課長補佐（総括）、総務企画局総務課国際室国際保険調整
官、同総括補佐、同国際証券調整官（兼開示課国際会計調整室長）を経て、現職。

金融庁 フィンテック室長

三輪 純平 氏

1965年京都大学工学部電子工学科卒、工学博士。同大教授、生存圏研究所長
、理事・副学長などを経て、2008年10月京都大学総長就任（2014年9月まで）。
2015年4月から国立研究開発法人理化学研究所理事長、2018年4月より国際
高等研究所所長に就任し、現在に至る。専門は宇宙プラズマ物理学、宇宙電波
科学、宇宙エネルギー工学。ガガーリンメダル（ロシア）、紫綬褒章、Booker 
Gold Medal（米国）、レジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ（仏国）、名誉大英勲
章OBE（英国）などを受賞。

国際高等研究所 所長/理化学研究所 理事長

松本 紘 氏

科学技術振興機構上席フェロー・政策研究大学院大学客員教授。文部科学省
科学技術・学術政策局長などを歴任。専門は科学技術政策。OECD科学助言
研究プロジェクト共同議長、政府科学助言国際ネットワーク委員、外務省科学技
術外交推進会議委員、国連STI for SDGs Forum参加メンバー、内閣府自動
運転プロジェクト副プログラム・ディレクター。著書に『科学的助言：21世紀の科
学技術と政策形成』など。

国際高等研究所 副所長/政策研究大学院大学 客員教授

有本 建男 氏

東京大学経済学博士；計量経済学・環境経済学；東京大学助手（1967～69）；
京都大学助教授（1969～80）；京都大学教授（1980～2006）；立命館大学教
授（2006～10）；滋賀大学学長（2010～16）；滋賀大学特別招聘教授（2016
～）；国際高等研究所副所長（2018～）；スタンフォード大学特別研究員（1970
～71）；イリノイ大学客員教授（1975～78）；国立情報学研究所副所長（2000
～04）；中央環境審議会委員（1992～2013）；交通政策審議会委員（2000～
13）；同会長（2009～13）；環境経済・政策学会会長（1995～2006）；紫綬褒
章受章（2007）

国際高等研究所 副所長/京都大学 名誉教授

佐和 隆光 氏

京都光華女子大学学長。京都大大学院教育学研究科博士後期課程単位取得
満期退学後、奈良大学教養部助教授、京都大学教育学部助教授、京都大学大
学院教育学研究科教授、国立大学法人京都大学理事補、京都大学大学院教育
学研究科長・学部長を経て、現職。専門は教育行財政。研究テーマは公共政策
と教育資源配分。主要著書に「教育行政提要」（共著、協同出版2017年）、「教
育経営」（共著、協同出版2017年）。

国際高等研究所 副所長/京都光華女子大学 学長

高見 茂 氏

合同会社ネコリコ （株式会社インターネットイニシアティブ 上級コンサルタント）

小椋 大嗣 氏
【現 職】名古屋大学医学部附属病院 先端医療開発部・臨床研究支援センター　
介護予防研究員（2017 年～現在）/瀬戸旭在宅医療介護連携推進協議会ネット
ワーク部会委員（2018 年～現在）/東三河電子連絡帳協議会委員（2017年～現
在）/他、愛知県内在宅医療介護連携推進協議会委員（20地域）
【プロフィール】
日本IBM株式会社・株式会社NTTデータを経て、2016年に株式会社インターネット
イニシアティブ入社。現在、上級コンサルタント職として各行政の医療福祉情報連
携コーディネーターを勤める。

講演者一覧 10月3日（木）

イーソリューションズ株式会社 執行役員 副社長

地子 徳幸 氏
イーソリューションズ(株) 執行役員 副社長
桜プロジェクト(株) 代表取締役
イーソリューションズ(株) 代表取締役副社長
ーソリューションズ(株) 取締役副社長
NCメディカルリサーチ(株) 取締役
イーソリューションズ(株) 取締役
イーソリューションズ(株) ジェネラルマネジャー
ネプリ 代表取締役社長
ネプリ 常務取締役
インテック

2019年6月～現在
2015年 11月～2018年3月
2014年 7月～2019年6月
2007年 7月～2014年 6月
2004年 12月～現在
2005年 2月～2007年 6月
2004年 4月～2005年 1月
2002年 7月～2004年 3月
2001年 6月～2002年 6月
1990年 4月～2005年 1月

株式会社ギフティ 事業本部 執行役員

森 悟朗 氏
株式会社ジェーシービー入社　提携先開拓・ネットワークセールス・
加盟店営業を歴任
部長として加盟店営業・金融機関営業・日本カードネットワーク支社長
を兼務
株式会社J&Jギフト(JTB50%:JCB50%出資会社)の代表取締役社長
株式会社ギフティ 現職　

1991年
　
2009年

2015年
2019年2月

1987年　
1996年　
2003年4月～2006年12月まで
2011年～2012年　
2006年～　
2015年～　
2015年～　
2018年～　

立命館大学理工学部機械工学科 助教授
立命館大学ロボティクス学科 教授
立命館 副総長・立命館大学 副学長
日本ロボット学会 会長
日本学術会議 連携会員　
日本学術会議 第3部機械工学委員会　ロボット学分科会 委員長
日本ロボット革命イニシアティブ協議会 評議員
ロボットベンチャー企業 チトセロボティクス 副社長

研究・専門テーマ:水中ロボット、ソフトロボット、産業用ロボットの運動制御法など
主な受賞 2001年　グッドデザイン賞ユニバーサルデザイン特別賞

2016年　日本ロボット学会功労賞など
2019年　双葉電子記念財団　衛藤細谷記念賞　

立命館大学 理工学部 ロボティクス学科教授
ロボティクス研究センター長教授

川村 貞夫 氏

ほか

大成建設株式会社 エネルギー本部 ZEB・スマートコミュニティ部 部長

小林 信郷 氏
・設計実績
2011年　横浜スマートシティプロジェクト（経済産業省　補助金事業）
2008年　前川製作所新本社ビル
・技術開発実績
2017年　JS博多渡辺ビル　ZEB　Ready計画
2016年　大成札幌ビル　ZEBリニューアル計画
・受賞歴
2018年　日経ニューオフィス賞　九州沖縄ニューオフィス推進賞
2017年　京橋MIDビル　電気設備学会　施設奨励賞



セミナープログラム 10月4日（金）

「国際規格から読み解くスマートシティと英国の最新事例」     西中 宏 氏　BSIグループジャパン株式会社 認証事業本部 本部長13：00

「ワントゥーテンが推進する課題解決型エンターテイメントによる日本再興ビジョンとは」
澤邊 芳明 氏　株式会社ワントゥーテン 代表取締役社長

13：50

「デジタルコモンズ：公共/民間の共同構築の新しい方法」　　ベンジャミン・ジャン 氏　inno3 CEO14：40

「差を埋める」 　 ハンス・ニーンディーカー 氏　IVIDO CEO

「IoT、ABC(AI、Big Data、Cloud Computing)などの最新IT技術をSmart City、Smart Parkの設計にどのように統合するか」
ノ・ジュファン 氏　SDPlex Co., Ltd. CEO

15：30

16：20

1F セミナー会場② 同時通訳

ビジネスセミナー

14：00

14：30

日本発で21世紀のまちづくり産業を創る～Sidewalk Labsマスタープランからの示唆～　　デロイト トーマツ グループ13：00

究極の多孔性材料、PCP/MOFって何？　　京都中央信用金庫（株式会社Atomis）

科学技術で認知症に向き合う。島津製作所　　株式会社島津製作所

スマートシティの事業化アプローチ -製造業・建設業を例に-　　デロイト トーマツ グループ13：30

ビジネスセミナールーム

「スマートシティは日本のゴーストタウンをどのように救うことができるか?～オーストラリアの事例から～」
ギャリー・ビックル 氏　GMBPGM tEChOvision 創立者、オーナー

関西・ASEAN・環インド洋連合（IORA）イノベーション拠点連携サミット  ～グローバル・イノベーションと新産業創出を目指して～

13：00

2F シアター　 同時通訳

「国民総幸福量のための技術力の活用 ―ブータン初のITパーク、ティンプー・テックパークの事例研究」
ツェリング・シゲ・ドルジ 氏　ブータン王国 ティンプーテックパーク CEO

公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構
タイ王国、インドネシア、マレーシア、ベトナム、シンガポール、ブルネイ、台湾、オーストラリアのキーパーソン

16：00 ガイダンスルームにてビジネスマッチング会開催

15：30

16：20

　

「テクノロジーが創る新社会」10：30

13：00

14：25 「ＭａａSにより、私たちの未来はどう変わるのか」 

13：40

2F メインホール 同時通訳

記念講演 

マーク・アインシュタイン 氏　株式会社アイ・ティ・アール チーフ・アナリスト（事故ゼロフォーラム　公式アドバイザー）

「インダストリー・ルネサンス ～持続可能な世界に向かうイノベーション、ビジネス、人」11：20 基調講演

山賀 裕二 氏　ダッソー・システムズ株式会社 代表取締役社長

「サービスとしての交通 ―クルマの所有の終わり?」基調講演

サンポ・ヒータネン 氏　マース・グローバル社 CEO

「生活スタイルを変えるWILLERS MaaS  交通をサービスに変えて豊かな社会をつくる」基調講演

座談会

村瀨 茂高 氏　WILLER株式会社 代表取締役

MaaS シンポジウム

15：30 「FIWARE：スマートエコノミーに向けた都市の成長戦略の推進
先進的なスマートシティ事例と相互運用性に向けたグローバルな連携」
フアンホ・イエロ 氏　FIWARE Foundation CTO

16：20 「『ナショナル・スポーツ協定』 スポーツをすべての人にとって利用しやすいもの、そして持続可能な開発の触媒にする、オランダの新しい根本的・統合的アプローチ」
バーテル・ベルクハウト 氏　SPORTSINQ  CEO

サンポ・ヒータネン 氏　  村瀨 茂高 氏
ルイス・ゴメス 氏　バルセロナ市 戦略プロジェクト部長      セバスチャン・トランブレイ 氏　ラバル大学教授/都市科学共同研究ユニット長
コーディネータ 夏目 典明 氏　京大オリジナル株式会社 コンサルタント

モビリティ・ハッカソン ～3歳からのまちづくりスーパーリーグ10：00
～

16：10

1F SEIKAクリエイターズ インキュベーションセンター

スーパーバイザー  早瀬 慶 氏　PwCコンサルティング合同会社 パートナー
アンバサダー  フェルナ エリザベス 氏　PwCコンサルティング合同会社 シニアアソシエイト
ファシリテーター  町口 奈緒子 氏　PwCコンサルティング合同会社 アソシエイト

関西広域連合 「次世代モビリティ社会と地方自治体の役割を考える」フォーラム
13：00
～

15：20

16：20

15：30

1F セミナー会場③

「スマートシティ＠東京ベイエリア」　　中村 伊知哉 氏　慶應義塾大学大学院　メディアデザイン研究科 教授

「“生活者データ・マーケティング”の推進」　　青木 雅人 氏　株式会社博報堂DYホールディングス　マーケティング・テクノロジー・センター室長

「自動車産業を巡る状況と電動化対応の方向性」  佐藤 吉信 氏　経済産業省 製造産業局 自動車課 自動車戦略企画室 課長補佐

「電動車普及に向けた取組みについてートヨタが目指すものー」  酒井 ゆう子 氏　トヨタ自動車株式会社　東京技術部 担当課長
「EVを活用したVPP実証事業について」  岡田 重樹 氏　関西電力株式会社　地域エネルギー本部 副本部長

「Hondaの電動車活用社会に向けた取り組み」  岩田 和之 氏　株式会社本田技術研究所（ライフクリエーションセンター エネルギーマネジメント担当）執行役員

「『電動DRIVE』社会の実現に向けて」  岩本 和明 氏　三菱自動車工業株式会社　商品戦略本部 執行役 商品戦略本部長
「EVとバッテリーで拡がる社会エコシステム」  堀江 浩史 氏　日産自動車株式会社　渉外部 担当部長

「EV普及に向けたNTTグループの取り組み」  岡 敦子 氏　日本電信電話株式会社　取締役 技術企画部門長

「次世代モビリティ社会に向けた鳥取県の取組」  藤木 慎一郎 氏　鳥取県生活環境部環境立県推進課 次世代エネルギー推進室長
「美山町のモビリティの活用と課題　－観光の視点から考える－」  青田 真樹 氏　一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会 事務局次長

「令和時代のソーシャルデザインについて ～第4次産業革命期における未来街づくり戦略～」
東 博暢 氏　株式会社日本総合研究所　リサーチ・コンサルティング部門 プリンシパル

スマートシティ実現に向けた内閣府×総務省×経済産業省×国土交通省による合同パネルセッション12：35
～

13：35

13：35

「つくばスマートシティの取組」　　宮本 善光 氏　茨城県 産業戦略部 技術振興局 科学技術振興課 課長

「ひろしま流イノベーション ～砂場から未来へ～」　　桑原 義幸 氏　広島県 総務局 情報戦略総括監

13：55

2F 全国自治体交流シンポジウム会場

全国自治体交流シンポジウム   司会：木下 剛 氏　一般財団法人インターネット協会 副理事長

12：30 開会挨拶

講評

14：15

「スマートヘルスケア時代のEBPM －神戸市民PHRシステムの活用－」　　三木 竜介 氏　神戸市 保健福祉局健康政策課 健康創造担当課長15：35

「東京都のデジタル戦略 ～Society5.0とTOKYO Data Highway 基本戦略～」
荻原 聡 氏　東京都 戦略政策情報推進部 ICT推進部 情報企画担当部長

14：35

「スマートシティ西条 －教育分野における学び方改革と働き方改革」　　渡部 誉 氏　西条市 総務部 ICT推進課 副課長15：55

16：15 「都市間連携でデータ共有するスマートシティの未来」　　豊崎 禎久 氏　一般社団法人 益田サイバースマートシティ創造協議会 専務理事

「三重発☆テクノロジーで『地方創生』」  鈴木 英敬 氏　三重県 知事15：05

16：35

基調講演

基調講演

合同パネルセッション

「スマートシティ官民連携プラットフォームの始動について」  吉川 和身 氏　内閣府 企画官

「スマートモビリティチャレンジの狙いと進め方」  眞柳 秀人 氏  経済産業省 製造産業局 自動車課 課長補佐

「スマートシティの実現に向けて」

「総務省のスマートシティ推進の取組について」　吉田 智彦 氏　総務省 情報流通行政局 地域通信振興課 課長補佐  

「国土交通省におけるスマートシティの取り組みについて」　酒井 祐介 氏　国土交通省 都市局 都市計画課 都市計画調査室 課長補佐

「光触媒の広がり～～人工光合成とセルフクリーニング、そしてカーボンリサイクルへ～～」
藤嶋 昭 氏　東京理科大学 栄誉教授

13：30

14：40

「生成型の都市計画とその手法」 井関 武彦 氏　ザハ・ハディドアーキテクツ 主任建築家

国際高等研究所「日本文化創出を考える」研究会  パネルディスカッション「日本文化を活用した産業創出や街づくり」

1F セミナー会場①

西本 清一 氏　地方独立行政法人京都市産業技術研究所 理事長/公益財団法人京都高度技術研究所 理事長/京都大学 名誉教授

熊谷 誠慈 氏　京都大学こころの未来研究センター 特定准教授
高橋 義人 氏　平安女学院大学国際観光学部 特任教授/京都大学 名誉教授

16：20

代表者

メンバー

徳丸 吉彦 氏　聖徳大学 教授/お茶の水女子大学 名誉教授
長尾 真 氏　   国際高等研究所 学術参与/京都大学 名誉教授

早瀬 慶 氏 フェルナ・エリザベス 氏 町口 奈緒子 氏



基調講演
ダッソー・システムズ株式会社 代表取締役社長

山賀 裕二 氏
1983年慶應義塾大学法学部卒業後、日本アイ・ビー・エム入社。1999年米国IBMにて副社長
補佐。帰任後に経営企画部長、理事・通信メディア公益事業部長。2007年マイクロソフト株式会
社入社。執行役常務エンタープライズ・サービス担当、同クラウド事業推進担当としてクラウド事
業の立ち上げなどを担当。2015年2月セールスフォース・ドットコム入社。専務執行役員エンター
プライズ営業担当、同デジタル・イノベーション事業統括として顧客のデジタル変革を推進。2017
年11月より現職。

マース・グローバル社 CEO

サンポ・ヒータネン 氏
100億ユーロ規模の交通分野の改革を先導する、フィンランドの急成長中のモビリティカンパニー
・MaaS Globalの創設CEO。モビリティの未来と開かれたエコシステムの力に関する著名な専門
家であり、説得力のある講演者でもある。サンポの将来のビジョンは、技術的な部分もあるが、基本
的には人間的なもの。「技術はすでにある。私たちがやるべきことは、顧客の夢を見極め、それに合
ったサービスを構築することだけだ」

1997年4月　茨城県庁入庁
2019年4月　産業戦略部技術振興局科学技術振興課長

茨城県 産業戦略部 技術振興局 科学技術振興課 課長

宮本 善光 氏

昭和５６年３月　カナダ・ブリティッシュコロンビア大学研修留学
昭和５７年３月　大阪電気通信大学工学部精密工学科卒業
昭和６１年 １月　日本ディジタルイクイップメント（現日本HP）
平成５年１月　ＥＤＳ Japan（現日本ＨＰ）
平成９年９月　KPMGピートマーウィック ディレクター
平成１１年９月　アーサーアンダーセン　パートナー
平成１５年１２月　金融庁情報化統括責任者(CIO)補佐官

平成１７年４月　金沢工業大学大学院工学研究科　客員教授
平成１９年１月　インターフュージョン・コンサルティング創業者兼
代表取締役
平成２３年４月　広島県CIO
平成２４年５月　福岡市ICTアドバイザー
平成２７年１１月　原子力規制委員会最高情報セキュリティアドバイザー
平成２８年　６月　　広島県情報戦略総括監（現職）

広島県 総務局 情報戦略総括監

桑原 義幸 氏

2019年4月、情報企画担当部長を拝命。主な担当は、ICTを利活用した都民サービスの向
上や都庁内の業務の効率化に取り組むと共に、東京都全体の高度情報化の企画と推進。
本年3月までは、シスコシステムズ合同会社で、政府渉外として政府、中央省庁、地方公共団
体に対して、様 な々政策提言をおこなう。

東京都 戦略政策情報推進部 ICT推進部 情報企画担当部長

荻原 聡 氏

1974年兵庫県出身。東京大学経済学部卒業後、通商産業省（現経済産業省）入省。
2011年三重県知事に当選。2015年及び2019年に再選し、現在３期目。
全国知事会危機管理・防災特別委員会委員長、日本忍者協議会会長、全国海女文化保存・振興会議
会長等に就任。 2014年度世界経済フォーラム ヤング・グローバル・リーダーズに選出。2016年６月「ベ
スト・ファーザーイエローリボン賞」を受賞。家族はシンクロナイズドスイミング五輪メダリストの妻・武田美
保と一男一女。現職知事では初めて第一子、第二子とも育児休暇を取得。

三重県 知事

鈴木 英敬 氏

米フェアチャイルド社、ソニーセミコンダクタ社、米シグネティックス社、蘭フィリップス・セミコンダクタ社などを経
て、米LSIロジック社でストラテジック・マーケティングとして活躍。その後、米ガートナー社のプリンシパル・アナリ
スト、米企業役員などを歴任。現在、アーキテクトグランドデザイン株式会社ファウンダー チーフアーキテクトに着
任。慶応義塾大学大学院メディアデザイン研究科　特別招聘教授、独IP500アライアンスの日本・アジアパシフ
ィックの代表を務めた。

一般社団法人 益田サイバースマートシティ創造協議会 専務理事

豊崎 禎久 氏

昭和５９年３月神戸大学経済学部卒業。同年４月関西電力株式会社に入社。地域共生・広報室チーフ
マネジャー、原子力事業本部地域共生部長を経て、平成３０年６月より現職（理事 地域エネルギー本部 
副本部長）。現在は、主に、スマートコミュニティ、VPP（Virtual Power Plant）に関する業務を所管。

関西電力株式会社　地域エネルギー本部 副本部長

岡田 重樹 氏

1973年東京生まれ。京都工芸繊維大学卒業。1997年に1→10(ワントゥーテンデザイン)を創業。現在は、ロボットの言語
エンジン開発、日本の伝統文化と先端テクノロジーの融合によるMixedArts(複合芸術)、パラスポーツとテクノロジーを
組み合わせたCYBER SPORTS など、多くの大型プロジェクトを手がける。2015年に日本財団パラリンピックサポート
センターのクリエイティブディレクション、2016年のリオパラリンピックフラッグハンドオーバーセレモニーではコンセプタ

ーとして「POSITIVE SWITCH」を佐々木宏氏と共に発案。2020年の東京オリンピック・パラリピックでは、入賞メダルデザイン審査員を務めている。

株式会社ワントゥーテン 代表取締役社長

澤邊 芳明 氏

ベンジャミン氏はIPバリューとオープンプロジェクトマネジメントに焦点を当てているオープンイノベーションコンサルティング
会社であるinno³のCEOであり、オープンモデル原則を通じて法律部門の変革を促進するフランスの非営利組織である
≪Open Law*, Le droit ouvert ≫の会長です。本人は、様 な々関連イベントや会議（パリのオープンソースサミット、ヨーロ
ッパの≪共有と再利用会議≫、OGPサミット等）の専門家として定期的に列席しています。inno³でのフルタイム仕事に加え、

多数の大学で知的財産法を教えており、またはScience Po Parisの講師（マイトル・ドゥ・コンフェランス）、Framasoftの理事、年次会議サイクル≪欧州オ
ープンソースおよびフリーソフトウエア法イベント≫ (EOLE) の共同創設者でもあります。最近、ベンジャミン氏はメンテナー契約を共同で執筆しました。

inno3 CEO

ベンジャミン・ジャン 氏

ノ・ジュファン博士は、韓国を拠点とするITの専門家で、SamSung、LG、Ciscoなどのグローバルな
高技術メーカーや、リアルタイムミッションクリティカルコントロールシステムを設計するIntelなどと
20年以上の専門的経験を有する。市民に効率的なサーバの提供を目指すスマートシティ設計にお
けるIoTとビッグデータの統合方法に焦点を当てた釜山市と瀬城市のスマートシティプロジェクトに
関する政府委員会の諮問委員を務める。米国スタンフォード大学の修士号と博士号を取得。

SDPlex Co., Ltd. CEO

ノ・ジュファン 氏

経済産業省　製造産業局 自動車課 自動車戦略企画室 課長補佐

佐藤 吉信 氏
1980年広島市生まれ。京都大学大学院文学研究科博士課程修了、文学博士。京都大学白眉センター
助教、京都女子大学専任講師を経て、2013年4月より京都大学こころの未来研究センター特定准教
授。2017年月4月より同センター上廣寄付研究部門長。2018年、ウィーン大学ヌマタ教授兼任。専門は
仏教哲学（インド・チベット・ブータン）およびボン教研究。主要著書にThe Two Truths in Bon 
(Kathmandu: Vajra Publications, 2011)など。

京都大学こころの未来研究センター 特定准教授

熊谷 誠慈 氏

大日本スクリーン製造株式会社（現・株式会社SCREENホールディングス）入社 、2003 年 エフエム
ネット株式会社を経て、2007 年 BSI グループジャパン株式会社入社。認証事業本部 本部長として、
全国各地の組織に向けたISO認証サービスを提供。ISO 9001、ISO 14001、ISO 45001等の認定
主任審査員資格を保有。

BSIグループジャパン株式会社 認証事業本部 本部長　

西中 宏 氏

【プロフィール】
2003年6月　東京大学名誉教授
2005年1月　東京大学特別栄誉教授
2006年3月　日本化学会会長
2010年1月　東京理科大学長
2018年1月  東京理科大学栄誉教授（現在に至る）

【現在】　光機能材料研究会会長
東京応化科学技術振興財団理事長
かわさき市民アカデミー理事長
【主な受賞など】1983年　朝日賞
2010年　文化功労者
2017年　文化勲章

東京理科大学 栄誉教授

藤嶋 昭 氏

1994年に創業。快適でリーズナブルな高速バスネットワークや鉄道、レストランバスなど、移動に新たな価
値を創造し続けている。2018年シンガポールにWILLERS PTE. LTDを設立。アセアンでの自動運転や
ライドシェアサービスなど、新たなテクノロジーを活かしたモビリティやITマーケティングを活かして移動サ
ービスの進化に挑戦している。国内では、京都丹後鉄道沿線や北海道での「観光MaaS」を始めている。

WILLER株式会社 代表取締役

村瀨 茂高 氏

京都大学大学院宇宙物理学科卒業後、㈱野村総合研究所にビジネスコンサルタントとして入社
し、民間企業や官公庁とともに、多分野に渡るプロジェクトを実施。現在は京大オリジナル㈱にて、
大学の「知」の社会実装をミッションに、プロジェクトの構築・遂行に取り組む。

京大オリジナル株式会社 コンサルタント

夏目 典明 氏

ルイス・ゴメスは、EIT Urban Mobilityのコーディネーターなどを務めるバルセロナ市の戦略プ
ロジェクト担当ディレクター。以前にバルセロナ市経済・企業・イノベーション担当局長、スマートシ
ティ・エキスポバルセロナ国際VPなど。都市の経済・ビジネス構造を促進する政策を主導し、イノ
ベーションの拠点であり、国際的な活動と人材が集まるプラットフォームであるバルセロナの地位

の強化に取り組む。バルセロナの戦略部門の国際経済振興も担当しており、スタートアップエコシステムや、モバイル・ICT・
物流・文化産業などの強化・統合に注力。持続可能なモビリティ、電気自動車、スマートシティなどの戦略的かつ革新的な
部門に能力を発揮し、官民両セクターでキャリアを築いてきた。

バルセロナ市 戦略プロジェクト部長

ルイス・ゴメス 氏

ツェリング・シゲ・ドルジ氏は、ブータンの初のITパークであるティンプー・テックパークの最高経営責
任者であり、技術と若者の起業に強い情熱を持って、ITパークを何百人もの若者が働く活気ある場所
にすることに力を注いできた。徳島大学のコンピュータエンジニアリング(自然言語プロセス)の修士・
博士号、オーストラリア・キャンベラ大学のMaster of Managementを取得。
1999年、オーストラリアのウォロンゴン大学で電気工学の一等学士号を取得。

ブータン王国 ティンプーテックパーク CEO

ツェリング・シゲ・ドルジ 氏

ギャリー・ビックル教授はアジア市場のベテラン。1988年に初めて来日し、1990年から在留。過去に触媒について
学んでいたため、日本の自動車、トラック、二輪車のOEMで、規制強化に対応する公害防止プロジェクトの先頭に立つ。
2010年、フォード・モーター社の要請に応えるために、廃触媒コンバーターのリサイクルのための会社(GMBPGM 
tEChOvison)と事業ラインを設立。ESGが流行する以前からESGとSmartの原則を30年以上にわたって適用し

てきた。スマートシティ京都との関係は、アジア太平洋のスマートエキスパートとして、また京都を愛する人として、5年前にさかのぼる。

GMBPGM tEChOvision 創立者、オーナー

ギャリー・ビックル 氏

セバスチャン・トランブレイはカーディフ大学で心理学の博士号を取得（1999）を取得し、カーディフと防衛
評価研究機関（QinetiQ）との協同研究によりポスドクフェローシップを完了しました。 彼はラバル大学の教
授であり、Co-DOTラボの創設メンバー、英国カーディフ大学の名誉教授、UMRsuのディレクターでもあり
ます。UMRsuは、共同研究開発イニシアチブによる学術、産業、政府間パートナーのコンソーシアムです。 

新興都市の課題に対する革新的でスマートなソリューションを提供します。彼の研究はテクノロジーと人間の相互作用に集中しており、
セキュリティ、輸送、救急医療、教育、娯楽等の幅広い分野に及び、人間のパフォーマンスと生活の質を最大化する事を目的とします。

ラバル大学教授/都市科学共同研究ユニット長

セバスチャン・トランブレイ 氏

フアンホ・イエロ氏は、FIWARE FoundationのCTOであり、FIWAREの技術的方向性を推進する
FIWARE Technical Steering Committee(TSC)の議長を務めています。 また、AI、ブロックチェーン、
ロボティクス、データエコノミー/主権、IoTの進化について定義されている技術ロードマップアクティビティを
調整しています。 さらに、各アプリケーションドメインのFIWARE戦略的方向性、ビジョン、および価値提案

が定義されているドメイン委員会を含む、FIWAREミッションサポート委員会の活動をサポートしています。
FIWAREは、オープンソースのイニシアチブであり、スマートシティーのコア標準の定義を推進する標準ETSI NGSI-LD APIや、FIWARE 
FoundationとTMフォーラムが開始した"フロントランナースマートシティー"プログラムの傘下で都市が共同で定義したデータモデルです。

FIWARE Foundation CTO

フアンホ・イエロ 氏

記念講演

テレコミュニケーションおよびデジタルメディア業界における市場調査、コンサルティング、経営分析で
10年以上に渡る経験を有し、日本、韓国、シンガポール、香港、オーストラリアなどにおける大手キャリア
・通信機器メーカーで多数のプロジェクトを手がける。また、CNN、CNBC、BBC Global、Channel 
News Asiaなどでのメディア活動に加え、主要なテレコミュニケーション会議において講演活動にも従事。

株式会社アイ・ティ・アール チーフ・アナリスト（事故ゼロフォーラム 公式アドバイザー）

マーク・アインシュタイン 氏

地方独立行政法人京都市産業技術研究所 理事長
公益財団法人京都高度技術研究所 理事長/京都大学 名誉教授

西本 清一 氏
1975年京都大学大学院工学研究科博士課程修了、工学部助教授、大学院工学研究科教授を経て、
2006年～2008年 京都大学工学部長・大学院工学研究科長、2012年京都大学名誉教授。2012年
(公財)京都高度技術研究所理事長、2014年(地独)京都市産業技術研究所理事長。

1973年慶應義塾大学大学院文学研究科独文学専攻単位取得。1972年慶應大学文学部独文学科
助手、1976年京都大学教養部助教授を経て、1992～2008年京都大学大学院人間・環境学研究科
教授、2008～2009年京都大学大学院人間・環境学研究科　学際教育研究部長、2009年～現在　
平安女学院大学国際観光学部特任教授。国際ゲーテ協会元理事、国際異文化交流独文学会前副会
長。主著に『形態と象徴』（岩波書店）、『ドイツ人のこころ』（岩波新書）などがある。

平安女学院大学国際観光学部 特任教授/京都大学 名誉教授

高橋 義人 氏

東京生まれ。美学と音楽学を東京大学とラヴァール大学（カナダ）で学ぶ。お茶の水女子大学（モントリ
オール大学・カリフォルニア大学ロサンゼルス校客員教授）・放送大学を経て、現在は聖徳大学教授（音
楽学）・お茶の水女子大学名誉教授。国際交流基金のプロジェクト『アジア伝統芸能の交流』の監修者
の一人。最近の日本語の著作：『音楽とは何か：理論と現場の間から』（岩波書店、2008）など。

聖徳大学 教授/お茶の水女子大学 名誉教授

徳丸 吉彦 氏

京都大学第23代総長、情報通信研究機構理事長、国立国会図書館長などを歴任。
専門は自然言語処理・画像処理・パターン認識。機械翻訳国際連盟・言語処理学会を設立。
レジオン・ドヌール勲章シュヴァリエ章、日本国際賞を受章。文化功労者。
日本学士院会員。前国際高等研究所所長。2018年に文化勲章受章。

国際高等研究所 学術参与/京都大学 名誉教授

長尾 真 氏

建築家。ザハ・ハディドアーキテクツに所属し、ロンドンを拠点にイギリス国内外の公共プロジェ
クトを手がける。新国立競技場案、ムンバイ新国際空港を担当。京都大学修士課程を修了後、
ロンドン大学大学院にてディプロマ取得。英国王立建築家協会特認会員。

ザハ・ハディドアーキテクツ 主任建築家

井関 武彦 氏

調査部、渉外部、ITS企画部、環境部で官庁渉外を担当。近年は国内外の資源循環政策と、部品や
材料の再資源化方法とリユースについて取り組む。2019年4月より現職。環境と技術をスコープに、
電動車と電動車を活用した社会の推進に関わる案件を担当。

トヨタ自動車株式会社　東京技術部 担当課長

酒井 ゆう子 氏

・1986年明治大学工学部卒、本田技研工業株式会社入社。ライディングシミュレータの研究開発を経
て株式会社本田技術研究所に異動。
・初代i-VTECなどのエンジン設計に従事。その後アコードPHEV・Fit EVなどの開発を経て、2012年
から超小型EVの開発を陣頭指揮。
・2013年本田技研工業株式会社に異動し，スマートモビリティ/コミュニティ分野の事業化を担当。
・2016年4月、株式会社本田技術研究所に戻り執行役員就任。現在に至る。

株式会社本田技術研究所（ライフクリエーションセンター エネルギーマネジメント担当）執行役員

岩田 和之 氏

1963年生まれ   1986年3月　東京大学工学部航空学科卒業
1986年4月　日産自動車株式会社 入社
2016年4月　三菱自動車工業株式会社　商品戦略本部　副本部長
2017年4月　三菱自動車工業株式会社　グローバルリスク担当執行役員
2019年4月　三菱自動車工業株式会社　執行役員　商品戦略本部長
2019年6月　三菱自動車工業株式会社　執行役　商品戦略本部長

三菱自動車工業株式会社 商品戦略本部 執行役 商品戦略本部長

岩本 和明 氏

2010年7月　エヌ・ティ・ティ・ナビスペース株式会社代表取締役社長  
2012年7月　エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社　経営企画部統合カスタマポータル開発タスクフォース担当部長  
2015年8月　同社 経営企画部IoT推進室長 
2017年7月　エヌ・ティ・ティレゾナント株式会社  取締役 ビジネスプラットフォーム事業部長  
2017年10月　同社 取締役 ソリューション事業部長 
2019年6月　日本電信電話株式会社 取締役 技術企画部門長

日本電信電話株式会社　取締役 技術企画部門長

岡 敦子 氏

1961年生まれ。京都大学経済学部卒。慶應義塾大学で博士号取得（政策・メディア）。
1984年、ロックバンド「少年ナイフ」のディレクターを経て郵政省入省。1998年 MITメディアラボ客員教授。
2002年 スタンフォード日本センター研究所長。2006年より慶應義塾大学教授。
内閣府知的財産戦略本部、文化審議会著作権分科会小委などの委員を務める。
CiP協議会理事長、吉本興業社外取締役、理化学研究所AIPセンターコーディネーター、東京大学客員研究員など
を兼務。iU（設置認可申請中・仮称）学長就任予定。著書に『超ヒマ社会をつくる』（ヨシモトブックス）など多数。

慶應義塾大学大学院　メディアデザイン研究科 教授

中村 伊知哉 氏

・1989年博報堂入社
・マーケティングセンターチームリーダー・買物研究所所長・ショッパーリテールマーケティング局長を経て、2016
年より、博報堂ＤＹホールディングス「マーケティング・テクノロジー・センター」室長、兼）博報堂「研究開発局」局長
・社会/生活者研究、買物行動研究から、データマーケティング、マーケティングテクノロジー領域の研究開発を推進。

株式会社博報堂DYホールディングス　マーケティング・テクノロジー・センター室長

青木 雅人 氏

神戸市 保健福祉局健康政策課 健康創造担当課長

三木 竜介 氏
1990年から中高とアメリカで過ごす。2002年九州大学医学部卒業。以後16年間地域の中核病院にて
臨床に従事。専門分野は循環器、救急、集中治療。2016年から京都大学大学院医学研究科社会健康
医学系専攻に進学。公衆衛生や疫学を主専攻、臨床研究法と政策のための科学を副専攻とし、2018
年社会健康医学系修士（専門職）を取得。同年4月より現職。

講演者一覧 10月4日（金）

西条市 総務部 ICT推進課 副課長

渡部 誉 氏
1971年愛媛県西条市生まれ、47歳。市税・企画・財政・教育委員会分野を経て現職。現在、「スマートシ
ティ西条」の実現に向け、市全体の情報化施策に従事。国立女性教育会館「女性教員の活躍推進に関
する調査研究検討委員（2017～2018）」、内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第2期ビ
ッグデータ・AIを活用したサイバー空間基盤技術学習支援技術分科会委員（2019～）」

内閣府 企画官

吉川 和身 氏
1993年、厚生省入省。以後、主に環境省において廃棄物処理・リサイクル、大気保全、地球
環境対策、環境研究・技術開発、除染等を担当。2017年7月、内閣府政策統括官（科学技術
・イノベーション担当）付参事官付企画官。

国土交通省 都市局 都市計画課 都市計画調査室 課長補佐

酒井 祐介 氏
２００７年国土交通省入省。これまで、道路、港湾、交通関係の業務に従事。都市関係では東日
本大震災における津波避難実態調査や津波防災まちづくり計画に係る業務に従事。２０１９年
４月から現職。スマートシティや都市交通調査等を担当。

経済産業省 製造産業局 自動車課 課長補佐

眞柳 秀人 氏
2003年経済産業省に入省。宇宙産業や製鉄等の産業分野に従事した後、山口県庁に出向
し新産業振興を担当。その後、原子力政策担当を経て、2018年６月より現職。電動車やコネク
テッドカーの普及促進、MAAS市場の活性化と自動運転技術の社会実装実現など、自動車
産業を取り巻く新たな潮流への政策対応を担当。

株式会社日本総合研究所　リサーチ・コンサルティング部門 プリンシパル

東 博暢 氏
日本の成長戦略の基盤となる先進性の高い技術やビジネスアイデアの事業化を支援し、イノベー
ションを推進する異業種連携の事業コンソーシアム｢Incubation & Innovation Initiative｣を
組成し全体を統括。近年では、IIIと自治体が連携し、未来Smart City Challengeを実施、地域の
社会課題を新たなアイデアや技術を活用し解決する取り組みを通じ、住民のQoL向上に取り組ん
でいる。スマートシティに関連する内閣府等の政府委員、自治体の審議会等の委員を歴任。

バーテル・ベルクハウト氏はSportsInQのCEOであり、SportsLeadership Institute Amsterdam
の創設者。(都市)スポーツ開発の分野において、認知されたリーダーであり、以下の明確な使命を有
している。スポーツと活力が社会に及ぼすプラスの影響を最大化すること。日本(グリーン・スポーツ・
アライアンス)とオランダを含む様 な々文化を結びつけることを専門とし、スポーツとヘルスケアのた

めのリーダーシップ学習コミュニティを確立。彼は、政府、学界、スポーツ組織、企業部門を関与させ、それらを結集させることに
よって、スポーツの力を活用して、新しい社会的協力、持続可能な開発、平和等の目標を促進し、強化する。また、次世代のスポ
ーツリーダーを力づけるというミッションで立ち上げられた、革新性の高い「ナインローデ・スポーツ・リーダーシップ・プログラム」
など、効果的なリーダーシップ・プログラムの設計も担当。Nyenrode Business UniversityでMBAを、アムステルダム大学
ではオランダ法学修士号を取得。

SPORTSINQ CEO

バーテル・ベルクハウト 氏

ヘルスケアの起業家。人 に々感動を与え、革新的なソリューションを創造。患者/クライアントと医療専門家との関
係が、優れた医療結果、有意義な使用、効率的な医療ネットワークとプロセスをもたらす、高パフォーマンスの医療
ネットワーク/組織を創造する。 Ivido Personal Health Environment (www.ivido.nl)創設者、
HINQ-Health Innovation Cooperation理事長。高パフォーマンス・ヘルスケア・ネットワークの作成
(www.hinq.nl)慢性疼痛ヘルスディールのプログラムマネージャーであり、適切なケアを適切な場所で行う。

IVIDO CEO

ハンス・ニーンディーカー 氏

総務省 情報流通行政局 地域通信振興課 課長補佐

吉田 智彦 氏
旧郵政省入省後、主に情報通信分野の国際関係業務に従事。平成29年7月から情報流通
行政局にてスマートシティの推進事業を担当。

公共交通、危機管理、広報・観光、情報政策といった今回の発表に関わりの深い所属を経て今年７月よ
り現職。

鳥取県 生活環境部 環境立県推進課 次世代エネルギー推進室長

藤木 慎一郎 氏

大学卒業後、（財）京都ユースホステル協会へ入職し、青少年育成、旅行事業、組織マネジメント業務などを担う
。2014年に退職後、南丹市美山町を軸に地域や住民と行政や教育機関、企業、各種団体の架け橋となる。現在
は、一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会に在職し、京都丹波高原国定公園ビジターセンターの運営に
関わる他、NPO等での地域活性化に関する活動にも取り組んでいる。

一般社団法人南丹市美山観光まちづくり協会 事務局次長

青田 真樹 氏

日産自動車株式会社 渉外部 担当部長

堀江 浩史 氏
1966年大阪生まれ。1989年日産自動車入社、以降4年半の米国開発拠点（デトロイト）駐在を含む
約２０年間、車両プラットフォーム計画/設計、車両計画/性能実験、EV先行車両開発など開発の幅
広い領域を経験。2009年から渉外部にて電動車関連のグローバル渉外業務を統括。




